
国語科学習指導において「聞く力」を育成
するための学習の場の工夫について

1 はじめに

本校国語科では、「聞く」ということについて次のように考えている。即ち「聞く」という行為

は、すべての学習の始源であり、言語能力の育成を目指す国語科としては、「聞く力」に視点を当

てて主体的な聞き手を育成することが大切であり、それが生徒の「自ら学ぶ力」につながっていく

ものであると。

最近とみに話し言葉教育の重要性が訴えられ、聞く力を育成することの大切さに焦点が当てられ

てきている。しかし、従来の国語科としては「読む力、書く力」を中心に指導さ才既けてきた。

それは、「話す、聞く」という行為そのものが、その場その場ですぐ消えていってしまい形とし

てのこりにくいものであったのに対して、「読む、書く」という行為は繰り返しのできる目に見え

る力であったからとも考えられる。であるから、聞く力の発達は自然習得に任されてき九し、姿勢

正しく、相手を見つめ、黙って聞くというような「聞き方」の指導にポイントがおかれ、それが聞

く力をつける事だと考えられていたようである。

しかし、以前にも話し言葉教育の重要性が重視された時代があった。昭和閉年の指導要領の「聞

くこと」の目標には、「社会生活上自分に必要な情報と知識をえるために、他人の話に耳を傾ける
註1)、,

習慣と態度を養い、技術と能力をみがくこと」とあり、聞くこと指導が大きく取り上げられている。

ところが、現実には浜本純逸氏も述べているように「国語教育においては、話し方聞き方という技

術指導に矮小化されたことと指導内容の未確定、指導の場の設定の困難、評価の困難などが原因と

寺 本

(注2)
なって十分には定着しなかった」ようである。(傍点は筆者)

そして昭和52年になると、活動は書く・話すで「表現」、読む・聞くで「理解」に分けられ、結

果として、二領域にま九がる活動としての「聞くこと」は現場では軽く扱われる方向に向き、「聞

くこと」は読解力・読書力を高めるものとして役立つよう考えられるようになった。

19即年代に入り、話し言葉教育が改めて注目されている。そこに求められているものは情報化社

会への対応、国際化の中での日本人の生き方であり、要は、話し聞く活動をとおしてしなやかでし

つかりしナこ人格の育成をめざすことであると思われる。そこで、この「聞く」という行為は、話す

・読む・書く活動と関わってより重要になってきている。

ここに、聞く作用を五つのレベルに分けたものがある。

.第^レベノレ

・第ーレベノレ

.第ーレベノレ

・第四レベノレ

聞こえる聞く意志がなくても耳に入る場合

聞く聞く意志を持って聞く場合

聴く聞く意志を持ち、注意して聞く場合

傾聴、聞く意志を持ち、注意を集中して聞く場合
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・第五レベル訊く自分の聞きたい意志を相手にまで及ぼし、答えを求めて積極的に聞き出

す場合

これを見ても、聞くという行為をいかに自己の内面と深く関わっているものと考えているかがわ

かるであろう。聞く力をいかにして伸ばしていくかは、自己を深め豊かにすることと関わって、こ

れからの国語教育において欠くべからざる問題である。

1 研究のねらい

本研究は、従来力点のおかれなかった国語科の聞く力をいかにして伸ばすことができるかという

課題について、どういう学習の場を作っていくことが聞く力の育成に効果的であるのかを実践から

考察しょうとし九ものである。

寺 本

Ⅱ 研究の基盤

1.「聞く力」と場の重要性

終礼時の校内放送を真剣に聞けない生徒、自分のいいたいことを一方的にしゃべって満足して

いる生徒、他人の意見とまっ九く関わりを考えずに発言する生徒、指名しても何を聞かれ九かわ

からない生徒などなど。現在の情報過多の時代を生き抜いていくためには聞こうとしない事も必

要かもしれない。しかし、情報に溢れているからこそ、自分の心でしっかりと内容を聞き取り、

必要かそうでないかを聞き分けていく力が大切になってくるのではないだろう力、

「私どもは、いつもことぱをきいて成長し、ことばを通して世界を理解しょうとしている。こ

う考えていくと、聞くことは精神の成長といかに深く結びついているかがわかるのである。聞く

学

ことは実は、耳だけでなく全心(身)で聞こうとしているので'医。」と倉沢栄吉氏が述べている
ように聞くという活動は、一見、受け身の活動に思えるが、実際は聞き手の心の中で活発な自己

内対話が行われている、大変主体的な活動である。聞くということは、目に見えない。しかし、

目に見えないからこそ自己の内面を深く見つめていくこととつながっているといえるだろう。

本校国語科では、この主体的行為としての「聞く力」には次の二つの側面があると考えている。

(A)確かな聞き方を習得する技能的な面

恨}主体的に聞く態度や習慣を身につける面

(※参考資料3 目標分析表一この目標分析表は本校国語科の「聞く力の体系化」をもと

にして作成したものである)

しかし、我々の言語生活の中で「聞く」という活動は日常茶飯事のことであるから、今までの

国語科での「聞くこと」の指導ぱB)に偏りがちであった。つまり、話し手を見る、静かに聞く、

メモをとるなど、「聞き方」指導=聞くことの指導と考えられてきたのではないだろうか。

それでは仏)の「聞く力」を伸ぱしていくためには何が必要かということになる。筆者は 1950

年代の実践が定着しなかった原因のーつである「聞く必然性のある学習の場」を設定していくこ

とが大変重要な課題であると考える。

本校でも「聞く力」を育成するためには、

22



①学習指導の中で目的を持った聞く場面での指導

②学習場面のあらゆる機会を捉えた適切な聞き方の指導

と、二つの場面における指導を考えている。

この①は、実際に話を聞く活動や経験を単元学習の中にきちんと位置付け、聞くことが生きた

学習となるよう配慮し九ものである。

聞く力は聞き手が自覚的にはっきりした目的を持って聞いている時に最も伸びる。つまり、今

行っているのは、読む活動であったり、書く活動であったり、話す活動であったりするのだけれ

ども、その活動の根本を貫いている意識がいつも「聞くこと」「聞かれてぃる」ことにあるので

ある。そういう学習過程の中に聞く活動場面をきちんと位置づけた学習の場の設定が、聞く力の

育成には欠くべからざるものである。

2.指導のポイント

筆者は、目的をもっ九「聞く」場面を設定する際に押さえるべき点は次のようなものであると

考える。

①対話や話し合いが必然的に生まれてくる九めの教材作りをすること

国語科学習指導において「聞く力」を育成すろための学習の場の工夫ιこっいて

生徒の聞こうという意欲を喚起するために学習に入る前の耕しを工夫すること
..^^

話し九いこと、聞いてもらいたいことをもたせるために自分独自の内容を持たせること
^

話しゃすい雰囲気を持たせる為にグループ作りを工夫すること

⑤聞いた事柄がもとになって次のイ乍業に発展していくためのてびきづくりをすること

⑥焦らずに、聞きながら自分の考えをまとめることができる時間やてびきを工夫すること

⑦自分たちの発想や倉ι造力をいかす九めの生徒の活動場面を工夫すること
ー^

これらの項目が、生徒ひとりひとりの目的や必要感・興味・関心とぅまくかみ合ったとき、主

体的に聞こうとする場が生まれてくると考える。

そこで実践を通して、目的を持って聞く場を設定する際におさえるべきものを考察してみるこ

とが、生徒を育てることにっながってくると考え、ここでは上記の項目の中から特に②、⑤のあ

九りに目をおいて単元を構成してみナこ。

この二つに絞ったのは、現場教育の中で、耕しということ自体があまり大切に考えられ、実践

されているとは言えないこと、生徒の主体的な学習を助けるためにてびきが欠くべからざるもの

であると考えるからである。

Ⅳ 実際の授業

1.単元名「生きる」~自分を考える~

(三年生昭和63年5月~7月実施)

2.単元設定の理由と学習の基盤

ア、設定の理由

最近の生徒はおしゃべりは上手であるが、聞くことは下手であるとよくいわれる。.しかし、

実際に指導をしていて感ずるのは、本当に心に訴えかけてくる話、また作者の体験から語られ
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ている話などにっいては、こちらがどきっとするくらい真剣に、熱い視線を向けて聞く心を持

つているということである。偶然ではなく、こういう場面を指導の中に工夫して組み入れ、生

徒自身の手で学習を作りあげていくならば、それは、生徒たちの聞く意欲をそぐことなく、聞

く力の育成に効果的であると考える。

附属中学校の三年生との二年間の学習活動を通して感じ九ことであるが、現代の社会の中で

の中学生の生き方、社会との関わり、自然との触れあいの中になにか人間性を失わせていくも

のがたくさんあり過ぎるように思うのである。中学校の国語学習での大切なねらいのーつにあ

る人間教育をもっともっと大切にしていかなけれぱならない、そのことが自分を見つめ直し、

高めていくことにっながっていく、そう考えてこの学習を展開することにした。私達は生きて

いる、しかし生きていることの意味は一体何なのだろうか、答えはでないかもしれない、しか

し今現在の自分を確かめる九めにも、これからより高く生きていくためにも、中学三年のこの

時期に是非やっておき九い学習であっナこ。

イ、耕 し

この「生きる」という学習の前に、二年生の時に教材「子馬」「ほくろ」「走れメロス」

を通して生きる姿を考えた。

太宰治のこの作品を読むとき、生徒は強くメロスという人物の生き方に惹かれるに違いない

し、またそうあって欲しいものである。しかし今の生徒たちの中にはどうしても作品の世界に

入れず、現実にこんなことはできるはずがないとか、あまりにもしらじらしい作り事だとかい

うようにしか考えられないものがたくさんいるように感じたのである。そこで、強いメロスで

はなく、今にもくずオ1落ちそうな弱さも持っている、人間メロスを感じさせたいと思い、次の

ように教材「子馬」「ほくろ」と組んで学習を展開してみることにした。

寺 本 学

単元「生きる姿」~2年生~(昭和63年2月実施)

教材一「子馬」ミハイル・シ.ーロホフ作小野理子訳

「ほくろ」ミハイル・シ.ーロホフ作

「走れメロス」太宰治作但"読テープ使用)

「人質」フリードリヒ・シラー作

学習の概略全体松時間

第一次「子馬」を読む

トロフィムと敵の将校の心を探る(4時問)

第二次「ほくろ」を読む

アタマンとニコールカの心を見つめる(2時間)

第三次「子馬」と「ほくろ」を通して

トロフィアムとアタマンの生き方を見つめて a時問)

第四次「走れメロス」とその原作「人質」フリードリヒ・シラー作を読む(4時問)

ダーモンとメロス、ディオヌスを中心に登場人物を読み比べる。

第五次学習を振り返って a時間)

24



国語科学習指導において「聞く力」を育成すろ九めの学習の場の工夫について

この学習後の生徒の感想をあげておく。

4 「窮1き」にようて籍

の内容と話し手の意図を

正しく聞きとり、自分な

りの意見を持つ.

5.自分の意見を持ちなが

ら聞く。

<

この時の生徒九ちの真剣な学習への取り組みによって、この学習を耕しのーつにして「生き

る」という単元を試み、もう一歩生徒とともに生きることを考えてみることにし九。

3.目標分析表(この目標分析表は本校国語科の「聞く力の体系化」をもとにして作成したもので

ある)

学習活動は、「読むこと」「書くこと」「話すこと」「聞くこと」が絡み合って行われるが、

聞くことを中心において今後の学習活動の目標を分析してみると次のようになる。

'1

中
々

1^

^

?
1.

耳¥

意

,

'、

資料3.

体験

①

能力

25

相手の話の内

容を的確に聞き

とろととができ

ろ.

基礎.基本

A知識.理解・技能

1.語されろ事柄を確実'こ聞き

とろことができろ。

2 冨の要点や用件を確実に聞

きとろことができろ.

3 冨の筋を通して全体をまと

めて聞くことができろ。

②

D関心・態度・習慣化

相手の意図や

心情をくみとり

ながら聞くこと

ができる.

学習の過程の中で目的を
持うて聞く実の場

4 露し手の立堤や話の内容を

考えて^的1こ聞くことがで

きろ.

5.話し手の意図を聞きとろこ

とができる。

6 冨の情景をとらえることが

できろ。

1.評価表により自らの聞

き方をチェクウしながら

聞く.

2 大切だと思うところを

メモしながら聞く.

学

③多様な意兇を

素直に聞きとり,

1.露し手の顔を見て聞く

ことができる。

2 0をおちつけ、集中し

て聞くことができろ.

3 冨し手に身を寄せて、

P熔'て関心をもうて聞く

ことができる。

4 壷の中1こメモしながら

聞くことができる。

5.冷静'こ誕し手の立場を

考え、ゆとりをもうて聞

くととができろ。

6.こみいうた冨や長く続

く暦を根気惣く聞きとろ

うとすろことができる。

び

自己をみつめな

がら問囲を主体1
的に考えること

フ.語の重要なこととモうでな

いことを聞き分けること力,できる

8 自分の知厳やは験と関係づ

けながら聞くことができる。

9.話に共感.共鳴することが

できろ。

方

ができろ。

3 完表者の言い足りなか

うた部分を補いながら聞

<.

1.視聴覚騒材により、具

体的なイメージをふくら

ませながら聞かせる.

2 生徒の晃言がみんなに

浸透していないとき、他

の生徒に再露させろ.

3.同じ冨をくり返すこと

を避け、一度でわかろう

とすろ'輯えをもうて聞

くようにさせろ。

4 敦師の発問やヒントに

ようて大切な点を聞きと

らせる。

5 声の強弱や変化1て注童

して聞くようにさせろ。
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4.指導過程

時 数

田戸井田道三「生きることにOXはない」の需
助プリント毛読む"

卿「荒弁貴の青春」をビデオで見る。

2
ーサリドマイド児の25年一

・感想を閏いて感想をふくらませる
ーフ三人の底想冬閏いて) L

学習活動

■通信[書くことでより深く生きる」と「私の
バレーボール人生」を使って、教師の話を闘く

4

寺

団「車掌の本分」の朗読テープを使って車掌と
遷転手の生き方を探る.

本

弼3~4人ずつのグループで藤原ていの講演
「生きる」を読み、内容を伝える。

・感想を持ち、グループで副題をつけて他の斑
に伝える読みをする4

・意欲の喚起仁興味関心を高め、これからの生きる
の学習へ取り組む姿勢を作らせる。

運命、人生の悲しさ、寂しさ、楽し
自分はどう生きるのかを心に持たせ

学

固「伝記」を読む
・教師が用意した15の資料から選択学習をす
る

10

.一人の人間が生きていくということから、
悩み、喜び、悲しみを感じさせたい。

指導上の留意点

・箆一資料を読む
・自分たちで選択した教材につぃてグループ
で話し合いをする
・資料作りをする

・発表
・ビデオを見て学習を振り返る

・、文学作品を通して、生徒の人間・社会に対するた
だし認識や理解をさせたい。

・教材を一人一揚し力特たず、耳からの情般を整理
しながら聞く
・発表の班は題と理由をいって閏かせる読みを工夫
させる

・闘き手には自分の知ラない、資料もない内容にっ
いてメモをとらせな力!ら正しく閏かせる。
・文宅を見琴いで耳だけで闘く、ことには!かなりの
抵抗があるだろうと思、われるが、聞くことの難しさ
大切さを実感させたい。

m単元のまとめ

・夏休み通信をかく

・冊子にした夏休み通信を読み、学級の一人一
人の心に触れる。

5.指導目標

①朗読・発表を中心に人間の生き方について自分なりの考えを深める。

②イメージを大切にして、人間の生きる姿を見つめる。

③自分の心を相手(聞き手)に伝える。

④話し手の意図をくむ聞き方をする。

⑤聞くことへの意識を高める。

⑥自己内対話を大切にし、自己を深く見つめる。

⑦教材をとおして生きる人間の姿を受け止める。

6.授業の実際

「指導過程」の学習活動1~9の項目ごとに、授業の実際にっいて資料を添えて記す。

国、⑧の実際(耕し)

2年時の学習にっいては、前に述べた通りである。それに加えて、毎週教師から生徒向けに

出してぃる国語教室通信を使って、教師から話をする時間を毎週取ることにした。そこでの話

題は、書くことでより深く生きる(63.4.6)手の持っ力(63.4.12)話し合うこと(63.5.フ)

山田バレー学校(63.5.19)文芸春秋記念講演一宮尾登美子一(63.6.6)剥皇(63.6.14)な

どであっナこ。(資料4)

1聞くこと目標

D3

A I,5,9

B2

CI

D I,4

・今まで教科書に取り上げられた伝記教材から準備
する

生きる

・それぞれの人物に共通しているものがあるのか、
また、それらの人物を変えていったものは何かなど
を考えさせ、人や社会に対する認識や理解を深めさ
せたい.

評価

・ビデオで撮映することによって、相手を意識させ
発表に緊張感を持たせる

A 3,5
B 4,5
CI

・「生きる」ということを振り返り、手厶と生きるこ
とという視点で通信を書かせる。
・「生きる」の学習のまとめとして、自分の生活を

A 2,6,9

B2

C 3,5

D 3,4

見つめさせる。

A 2,フ,8

B 2,4

C I,3

D3

D3

A 5,9

26

行
動
観
察
・
学
習
記
録
・
発
表
・
て
び
き
に
よ
ろ
評
価

さ
,
・

弱
威

の
に

間
心

人
を

・
さ
る



国語科学習指導において「聞く力」を育成するための学習の場の工夫につぃて

②の実際

ービデオを見ての感想からー

今この現実の社会の中で、自分を深く見つめ今日を精一杯に生きている荒井貴さんの姿を映

像で見、生の声を聞くことは生徒にとってかなり強烈な印象を与えるものであったようである。

ねらい通り、ひとりの人問の人生の捉え方、歩み方を感じることで今後の学習の基礎づくりと

資料5.(てびき D
した。

國の実際

・てびきの効用(聞くこと

によって膨らむてびきづ

くりを)

一昭ネ哨3年度本校の研究

授業よりー

教邪槽 6鯏'図書)

「車掌の本分」・朗読

テープ・てびき

このてびきでは、感想

から感想を膨らませるこ

と、朗読テープを効果的

に聞かせることをそのね

らいとした。

ー、ー、ー.ー.^.ノ

〆.'

゛

1-
"、

叉

27

子

'゛J崖 J●
JMJ^

よr

ユ闘

"嘩

ノ嘩

」卑

f
二
片
^
王
、
画
二
.
、
ψ
ル

,
冨
4
員

心
企
゛
蓬
冷

昨
●
非
工
.
亨
一
.
?
、
予
・
ル

r
 
あ
;
キ
■
一
峠
イ
'
・
J

゛
"
゛
1
 
易
く
寛
三
艶
百

'
"
ー

凧
'
ー

町

.

.

A
、
瓢
唖
ム
ニ
●

&
ニ
エ

イ
0
 
,
 
0
ノ
人
一
玉

.
ー
ー

.
角

.
匙
篭
阪
一
化
1
.
佳
'
'
,
R

貞
享
、
.
享
夏
、
、
禮
、
,
寓

゛
特
、
,
W
蹄
"
'
0
,
'
:

呈
,
し
ぱ
吠
●
一
}
.
砦
 
r
イ

.
轟
エ
ド
午
今
k
"
;
 
U
る
0

二
人
:
人
川
、
ー
、

、
.
?
禽
一
電
,
之
 
E
 
ル
ノ
L
 
'
゛
い

見
"
 
1
 
ι
1
 
ワ
.

^
●
^
ヘ
ー
ト
心
み
1
 
作
畢
イ
キ

凾
フ
ィ
●
作
0
一
は
立
き
 
t
 
球
●

ド
,
"
、

:
左
)
.
^
"
卓
北
女
1

r
'
,
■
い
ー
,
.
ナ
L
 
題
玉
 
t

あ
,
寸
党
み
,
マ
と
,
野
.

X
、

ぽ
,
'
一
や
ー
」
,
ト

と
:
、
剖
、
.
"
宮
慮
◆
武

F
何
教
博
島
モ
ー
{
'
、

1
司
一
.
:
A
、
北
寸
●
ベ
ー
ト
セ
、

作
$
τ
女
武
、
は
一
ケ
"
゛
三
石
枝

劃
、
,
武
゛
・
、
一
'
'
"
舮
j
1
唖

,
'
ニ
、
遷
,
千
司
が
.
゛
'
κ
ι

^
く
べ
゛
、
:
、
夫
,
ι
:
一
一
十
^

1
 
●
 
1
角
.

イ
*
ば
、
一
、
一
う
,
'
究
ゆ
゛
あ

る
モ
ク
や
す
一
.
一
"
ぱ
生
砥
、

、
ー
¥
,
、
 
1
 
U
 
玉
ι
い
、
,
一
、
之
.

ι
?
一
二
一
行
一
仟
畦
穎
曳

モ
:
め
ー
ー
"
ー
い
3
 
:
之
中

夫
、
,
.
一
す
ー
'
.
 
L
 
-
;
局
火

、
一
切
本
1
剖
へ
 
M
仇
秀
笹
イ

由
凄
を
秀
こ
τ
一
く
¥
「
一
气
豆

ー
イ
.
 
5
 
一
●
"
 
1
井
ι
ι
,
身

"
亭
f
1
、
鴫
,
亀
身
風
,
主
イ

一
裴
゛
、
.
一
益
 
C
.
、
、
、
t
 
●
1

か
゛
J
 
.
し
ー
、
゛
'
竹
,
'
.
、
.
式

毛
,
『
司

4
1
 
1
 
丈
,
 
H
 
豆
で
'
.
(

.
Y
0
キ
惇
本
吉
h
 
"
、
゛
ι

ー
{
.
 
k
人
.
¥
邉
モ
ξ
.
、
コ

、
イ
ー
峠
武
嘘
 
4
.
^
^
:
.
井

ー
、
●
 
M
 
、
、
尋
,
敬
.
●
:
r
ホ

、
老
.
'
1
 
黒
"
舮
工
一
゛
、
啄
生
竹

,
.
一
,
、
令
、
{
*
,
 
t
゛
、
,
一
1
乳

゛
'
人
を
印
血
ム
,
●
、
,
 
Y
?
四
"
゛

キ
人
h
ル
、
大
、
一
イ
*
舮
、
●
"

手
゛
'
●
W
 
を
ι
討
,
ι
モ
,
ー
"

貪
!
ド
忠
寸
ミ
ー
.
'

染
社
、
州

'

あ
永
ぱ
◆
゛
「
ず
あ
4
-
'
L

ド
く
於
キ
、
、
"
、
し
の
t
す
.

1

↓

●
【
,
'
、
●
一

、
、
▲
を
 
A
 
盧

.
ブ

カ
{
ー
、
.

(
A
'
)

'
会
は
石
一
の
一
'
青
'
、

艇
く
'
 
R
 
ι
,
や
ー

(
,
左

凾
永
球
あ
●
"
肯
ず
'
札
く

ι
北
く
主
マ
,
゛
一
1
●
田
す

、
、
,
二
人
.
、
、
ー
、
ぱ
.
佳
、

1
 
鬼
女
・
)
ト
イ
・
、
 
1
t

リ
ー
,
"

イ
"
詑
由
,
哩
,

.

武
1
{
身

や
何
和

ト
"
え
"
左

"
写
君
;
丁
、
そ
.

沸
遜
厚
 
f
 
"
,
,
,
、
,
ι

御
G
小
.
、
倉
畴
き

ハ
ー
V

'
寓
'
'
尋
球
今

ー
ニ
ι
●
撃
,
・
ー
ー

.
肱
、
廐
下
、
稜
t

.
多
人
ξ
四
人
,
デ
、
1
一

.
嚢
峯
"
任
首

幽
条
゛
庫
遼
亀
人
鴨

伝
、
之
 
1

.
冬
愚
二
・
秀
笥
ま

゛
ル
.
イ
野
一
・
二
<
M
 
゛
'
3

坤
き

,
貳
"
6
 
-
6
 
〆
、
0
,
、
爪
'
村
う
二
,
一

・
冷
,
'
卸
云

井'

け

'事

、
:
、
、
'
肌
、
'
 
6
ガ
六
,
手
、

昇
4

一
戸
一
ザ
ハ
か
 
6
-
 
r
;
,
岑

ハ
、
,
一
円

'

'
つ
竃
4
 
舗
寝
●
向
麥
、
桐
ι
、
、
ホ
置
イ
κ
ト
.
"
 
A
,
ザ
<
4
3
吐
.
航
゛

〒
:
イ
を
舮
建
急
、
{
亀
、
,
岡
.
、
ば
宝
見
当
.
ミ
ー
t
 
ん
,
、
゛
一
;

●
*
唱
風
・
ト
吋
舮
隅
見
●
、
皐
1
,
;
大
三
イ
j
、
竃
宝
武
を
 
U
U
 
窒
司

舮
・
、
、
t
 
.
フ
・
吠
,
を
苫
{
安
判
.
厄
轟
●
ス
,
'
h
 
オ
 
t
司
舮
.
Q
く
美
κ
t

七
ぽ
思
三
女
,
.
作
●
内
血
゛
.
S
■
」
皐
生
.
エ
ネ
ル
イ
ー
ミ
払
一

◆
一
菟
t
 
1
 
^
臭
'
、
●
」
フ
,
{
●
宅
曝
し
 
1
 
札
.

吐

゛

.
向

,

軸

ノ

,

↓

ク

卑

ノ

文

.
ム
赤
、
、
厭
~
知
、

ノ

J

↑
.
応
窟
゛
一
.
纂
側
モ

"
"

,

'

厚

肯
.
一一

写

J

1一
智

,

、
゛
;
ん
^
r
、
.
{
i
-
 
t
、
、
・
(
;
、
モ
・
゛
;
一
^
^
各

ノ

.

見

"

ノ

」
島

.

゛J

仁

,
@

,

ノ
智

,

T

'

'

.

レ
゛
永
え
づ
人
の
τ
'
 
t
 
゛
会
今
ご
一
ぜ
け
町
ル
の
'
0
、
D
.
、
1
 
(
ザ
ハ
の
目
が
、
叉
4
寄
)

帥
右
の
尾
熱
乏
乢
ド
姦
ι
て
厶
る
.
亭
習
の
出
発
支

住
琴
一
場
面
・
第
四
賜
面
t
 
0
学
げ
て
肌
、
、
、
?
.

氏
島
 
N

(
琵
;
ば
ゆ
,
<
"
、
聞
イ
人
'
一
,
"

.

手

1
、
.

"
 
r
一
打
の
一
か
,
,
U
マ
あ
ろ
t
゛
.
~

1

、
ト
"
,
て
゛
ゐ
の
人
肌
け
¥
,
叩
、
ハ
,
τ
゛
π
い
の
.
小
ザ
ル
γ
人
問
の
く
.
、
ち
が
X
τ
個
.
~
,
フ
.

●
、
て
、
モ
フ
オ
る
量
田
巨
?

一
、
四
゛
寸
ル
 
0
 
'
゛
<
"
(
寸
ル
"

目
,
.
ら
叉
力

'
野
)
"
ル
 
r
秀
え
て
,
、
ゐ
俸
'
町
,
気
羽
ち

加

ニ
*
三
ψ
人
閉
血
胃
.
真
τ
U
^
4
0
'
女
"

の
か
参
.
ザ
爪
マ
,
ゐ

凡

4

,
し
も
九

,
響

曹

ノ
メ
而
ヨ
ノ
心
,
)

赤
↑
元

.
,

今
日
ぎ
式
る
メ
'
ノ
テ
ー
マ

(
1
 
,
0
 
、
パ
ナ
す

オ
耳
げ
"
ー
、
↑
イ
る
頒
?
を
人
問
吠
上

1
 
一
'

り
.
ノ
ノ
'
郭

、
.
エ

寸
イ
4
/



回の実際

「生きる」というテーマで講演された藤原ていさんのこの文章を生徒にどんな形で与えてい

く力、今回は、「聞く」という場を、必要感をどう持続させていけばいいの力、それを頭にお

きⅡグループ(3~4人)に分けた学習を考えナこ、それは、一人ひとりが生きた学習ができる

のは、この人数のグループが最上だと考えたからである。

そして講演の文章(内容に見出しをっけて整理してある)を12に区切り、自分九ちが担当す

る箇所の資料しか見せないようにして、その担当の前後を想像しながらグループ活動に移った。

教師も初めに1ケ所を担当して発表し導入を兼ねた。グループでは担当し九箇所の内容を読み

ながら、前後の話を想像していくことになる。そして、いかにしてその内容を他のみんなに伝

えていくのかが大切になる0 資料6.(Y子のノ_トより)

寺 本

また逆にいえば、いかにし

て全体の講演の内容を聞き

取っていくのかが重要にな

る。この箇所の話は自分九

ちのグループしか知らない

のだということを強く生徒

に意識づけることによって、

グループは人に聞かせるた

めの読みを自然に工夫して

いくことになる。そこで登

場人物になっての分1旦読み

や群読が生徒の中から生ま

れてきナこ。

また、小見出しをすべて

消して生徒たち自身で副題

を作らせたことによって、

内容の読みを深め、聞くも

のにとってもそのグループ

の感じ方を聞いて捉えるこ

とができ九。聞き手は、お

のおのノートに聞き取った

ことをZ己録していく。そし

て最後に、参考として「流

れる星は生きている」のあ

とがきを読み全体にみんな

で題をつけていった。

学

資料7.(Y子のノ

NO.ι

トより)
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⑥の実際

ア、伝記の学習に入る前に

伝記教材をなぜ選んだかであるが、最近では教科書の中に伝記が扱われることが少なくな

つてきている。現在本校では光村図書を使用しているが、その中には伝記教材が取り上げら

れていない。

「生きる」というこの単元の中で伝記を教材として扱うのは、これから未来の社会を築き

あげていく中学3年生にとって、過去に実在し九人物の人格や性格や業績に即してその人物

の生き方や考えに触れ、自己の生き方や考え方を見つめていくことはとても意義あること光

と考えるからである。そして、そこに聞くことの指導を計画的に組み込むことによってこの

学習を位置づけていきたいと考えた。

まナこ、塾、部活、宿題で忙しい生徒たちはゆっくりと伝記を読んだてともないと思われる。

この「生きる」という単元では、架空の人物ではなく、楽見近感を持てる実在し九人物の伝記

を読むことによって、今まで知らなかった世界やその人の人問としての生き方を理解し、自

己の内面を深めることを期待した。

ま九、この学習では特に発表という場による話し聞くことの効果について課題を持って臨

むことにした。

イ、学習の概略

ここでは意欲・興味・関心を大切に教師が選んだ範囲の中での選択学習を考えナこ。桝オと

しては次のようなものを生徒に示した。これは今まで教科書に掲載されナこことのあるものの

中から選んだものである。

1.前野良沢 2.杉田玄白 3.宮沢賢治 4.正岡子規 5.坂本竜馬 6.野口英

世の母 7.近藤富蔵 8.金原明善 9.福沢諭吉 10.白瀬矗Ⅱ.グリム兄

弟 12.キュリー夫人 13.アノレベノレト=シュバイツァー 14.エイブ=りンカーン

15.アンネ=フランク

※その他、学校に伝記全集もあっ九が、読むのに時間がかかり過ぎること、同じ人物が

一冊ずつしかないことから、補助教材とすることにした。

①まず15人の人物を示し、教師がその簡単な紹介をした。生徒はほとんど人物についての

予備知識はなく、それに驚くとともに今後の学習への意欲が起こる。

②第一段階として、自分が興味をもてそうな人物を選び、教材を読む。(この人物では深

めにくいと思われた生徒については、変更も許可した)

③自分なりの感想をノートに書き残し、心の中に自分なりの人物像を描いてからグループ

活動にはいる。(希望者の多い人物については2グループに分けた)だいたい3~4人の

グループに分かれたが、若干5人のグループができナこ。

④発表に向かっての話し合いとてびきA (資料てびき2参考)

参考になりそうな例を大村はま氏の実践g肋喝生徒に紹介し、学習のてびきと発表のて

びきをつくり、生徒に示しナこ。

国語科学習指導において「聞く力」を育成するための学習の場の工夫につぃて

29



資料8.(てびき 2)

4 3 2 1

寺 本 学

⑤資糊乍りと話し合い

発表の構想が決まって資料を作ることになっナこ。今生徒の手元にあるのは、 1人B4用

紙5枚から7枚に整理して渡した教師側からの教科書資料である。そこで図書室をどぅし

ても利用しなければなくなる。そうしないと構想で考え九ことが発表できなくなるからで

ある。教師としては、前もって附属中学校にある資料はある程度閲覧できゃすい場所にま

とめておいた。

しかし、蔵書力沙ないため、生徒は自主的に県立図書館・市立図書館へ通い、課外活動

をしてくるものが増えてきた。また、家にある絵本や、その人物に関わりある本を持って

くるようにもなった。まナこ、今回は、その人物をOHP等で資料化しなければならない九

め、発表しゃすい、みんなをひきつけることのできる資糊乍りに懸命になっナこ。

⑥てびきB (次ページてびき3、 4参考)

話し合いがおわり、資料も揃えてさあ次から発表だという時「発表を振り返って」資料

9 (てびき 3)、「発表を聞いて」資料10(てびき4)の二つのてびきを前もって渡すこと

にした。これは、生徒にどういう点に気をつけて発表していっナこらいいか、聞いたらいい

かを改めて考えさせる場を与えることがねらいであっナこ。

⑦ビデオで発表を見て学習のしかたを振り返る

自分九ちの発表の振り返りとして、ビデオに取った自分九ちの姿を映してみること
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国語科学習指導において「聞く力」を育成すろ九めの学習の場の工夫について

にしナこ。これは、自己評価をする際、客観的に自分のグループを評価できる目をもつこと、

そして、発表ののこっているグループには教師の助言を聞きながら、次の発表の再考を促

すためである。九だし、全部を見ていては時問がかかり過ぎるのでポイントになりそうな

ところだけを早送りにしナこり巻きもどしたりして見ることにした。

資料9.(てびき 3)

しり

ぺつ

トマ
ユ

1

食

.゛..

」゛ー

為

噸

t

』

ι1】

資料10.(てびき 4)

チ匠

1、、

-31 -

島一^

乞

田
1^

4,

、.

、.



回の実際

①自己評価とまとめ

この「生きる」という学習は、一人ひとりのDに灯占として失ってはいけないもの、そして見

つめる心を育てていくものとして行った。この学習後、夏休み国語通信を夏休みの課題とし、

学級ごとの冊子を作っ九。これは、生徒一人一人が「生きる」という学習をどう捉えたかを

振り返る場でもあっナこ。
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フ.実践からの感想と反省

目的を持った聞く場面を設定する際に押さえるべき点、と実践との関わりについて考えてみよう。

ここでは①から(フ)の指導のポイント中で4つのポイントについて述べることにする。

①対話や話し合いが必然的に生まれてくるナこめの教材作り寺することについて

教材作りについては、今回はあまり深く取り組むことができなかっナこ。この「生きる」とい

う学習においては、おとな向けの講演であっナこがその内容自体の持つ感動が大きかっナここと。

教材全部を生徒に出していくのではなく、グループごとに内容を深められるように小見出しを

消して部分的にぶつけていっ九ことは、前後のつながりを考えながら読み、人の話を聞きなが

ら全体の話をヨ己録によって自分自身で話を再構成していく上で効果力ゞ大きかっ九と考える。

伝記教材においては今の附属中の3年生との関わりからでなく、適当な長さでよみやすく内

容の充実したものが必要だった九めに、今までの教科書に載せられ九ものを選んだのであって、

この15の教材に生徒の必要感や意欲がわき取り組めるものであっ九かどうかは、大変疑問の残

るところである。

③話し九いこと、聞いてもらい九いことをもたせる九めに、自分独自の内容を持九せることに

ついて

いくら聞き九いという気持ちが生徒の中にあっても内容があり'、れた既知のものであっ九り、

浅はかな重みのないものであれば意欲も失せ、聞く力は弱まっていく。この単元では聞くこと

を中核におい九九め、他のグループの知らない自分九ちだけの内容を持九せることによって、

自信と意欲を育てることができナこ。そして、特に藤原ていの講演や「伝記」では、実在したあ

る一人の生き方であることが現実感を持たせナこと考える。

④話しゃすい雰囲気を持九せる為にグループ作りを工夫することについて

この学習では、個を生かす九めに三人から四人の小グループを考え九。それは、この程度の

人数が自分の存在を確二忍できるし、お互いに顔を見て話し九り聞い九りするのに適していると

かんがえ九からである。

⑦自分九ちの発想や創造力をいかす九めの生徒の活動場面を工夫することについて

発表のしかたを工夫することによってかなり聞き手に刺激を与えるようである。生徒が自分

九ちで話し合い、発想し九ことが、学習の場で生きてくることにな松ま、話し手も聞き手も積

極的に学習に入ってくる。この学習では、①、配役を決めて康1化する。②、人形劇にする。

③、 OHPを使って、きりぇを影絵にして紹介する。④、教室全体を暗くして、光りの効果を

ねらって聞き手をひきつける方法。⑤、内容を四コマ漫画や場面ごとの漫画に再表現しながら

のもの。また、中には最近の視聴者参加クイズのように、生徒に質問やアンケートをしながら

の発表もあっ九。内容では、直接その人を扱わずに女性の生き方を今昔で比較してみ九り、極

点を目指し九人の一人としての紹介や、前野良沢と杉田玄白のように対照的な生き方を比較さ

せてみ九りしナこグループがあって、この生徒の可盲誰をいかせる発表の場を工夫してやること

は重要なポイントであると考える。

ま九、 2年生の時にはなく3年生で経験し九こととしては、発表の時に初めてビデオで学習

国語科学習指導において「聞く力」を育成すろ九めの学習の場の工夫について
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のキ隶子を映したことがあげられる。この時にはマイクもセットした。このことが発表という場

への緊張感、雰囲気づくり、少し改まっ六気持ちを起こすなど、心をかなり刺激したのは確か

である。ま九、生徒九ちは競って撮影係を希望し、学習の場を盛り上げることに効果的であった。

察V考

1.耕しということ

学習を生徒の興味・関心にそったもので組み立てていくといっても、それぞれに生きてきた環

境も生活も違うのであるかわ、それは一通りでないのは確力、である。

しかし、この力は中学校のこの時につけておき九いという願いやねらいが教師にはあるはずで

ある。その力をっける九めに単元を組むのである。であるから、それに向かって、自然に生徒自

身の中から興味・関心が湧いて出てき九かのように思わせたり、実際に湧いてくるようにしてい

くことを、私は耕しとしナこい。

従って、耕しの方法も手段も次のように様々なものが考えられるだろう。

①教師がその学習に入る前の伏線として、計画的に話を聞かせる。

②次の学習につながっていく本や参考資料となる本を生徒に触れさせておくこと。

③国語教室通信などを使って、関連しナこ話題で生徒の心吃刺激していくこと。

④生徒自身で学習の材料を集めさせる。

⑤小黒板や掲示物によって次の学習への刺激を与える。

⑥前の学習が踏台となって次の学習を構成する。

等々。

この実践では、上記の中で2年時の「走れメロス」を中心とし九学習を「生きる」の学習の土

台とし九ことが⑥にあ九る。この方法は自然な形で「生きる」の学習への導入となっていっ九。

まナこ、今回は①、趣汝)方法によっても「聞くこと」との関わりで耕しをねらってみナこ。生徒は

教師の体験から出九話は特に興味深く聞こうとするし、ま九、国語教室通信の話題についても興

味をもってよく聞いていナこ。

「聞くこと」は自己の中での精神活動であり、まして、その意欲や興味・関心となると教師側

から生徒観察と学習記録によることになる。だから、自分たちで授業を作っていくことをこの単

元の中核に据えて、意飲や興味・関心が持続することをねらったのである。学習を振り返ってみ

ると、確かに生徒九ちは受け身ではなく、前に出て発表する友人の一挙一動をしっかりと見つめ、

熱い夏の午後の学習でも目が重ナこくなるような生徒は一人も見られなかっ九。聞き方の程度には

いろいろあるようだ'が、自分九ちで学習を作っていっ九という実感からか、かなり集中しナこ「聞

く」学習ができていたと思われる。

やはり、学習を充実させるためには、学習にはいる前の耕しが大きなポイントになるのは確か

である。今回は、それを国語教室通信や教師の話、 2年時の学習を耕しとしてスタートしナこ。こ

のことが九だ教材があるからするという学習ではなく、必然性を少しでも感じながらできる学習

の場づくりに役立っていナこと考えられる。

寺 本 学
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2.てびきづくり

本校国語科では、てびきというものは、一枚の紙に印刷され六ものだけではなく、学習のあら

ゆる機会をとらえた教師の助言、師鞄励ましなども含め九統合的なものとして考えている。

従って、このてびきというものも幾通りもの種類が考えられることになる。

①ワークシート的なてびきと実践

この学習では、資料のてびき 1、 2、 3、 4を見てもわかるように、自分で聞きそれを書く

ことによって、次の学習への心構えができナこり、,毛展し九りしていくような「聞くこと」によ

つて膨らむてびき作りを考えナこ。それは、実際に発表の場でもてびきによって書き留め、自己

の内に取り入れながら次の場に役立てていくという次への発展を臨むことができるからである。

「車掌の本分」のてびき(資料5)では、他の生徒の感想を聞くことが支えとなって自分の

考えをまとめ、次の学習の出発とし九。伝記のてびきの場合には、資料9・10は最後に学習の

まとめとして行う自己評価のてびきであるが、少し早目に学習の途中で生徒に与えておくこと

によって、目に見えないてびきとなって、自分九ちがこの学習で注意すべきことや考えていく

ことをいちいち言わなくても黙って理解していっナこことは確かである。

②教師の助言、励ましなど

これは、学習のあらゆる場面に共通するものであり、教師力注徒の学習の実際をいかによく

見つめているか、生徒の実態をいかに把握しているかにかかっている。簡単なようで極めて難

しいものであると考える。

③教師の模範

聞くことの指導を考えたとき、教師の模範も大変重要なものである。これは、教師自身の訓

練と努力・工夫によって、見えないてびきとなり生徒に強く景j響を与えるものであるからである。

生徒が常に教師の話に耳を傾けていくような話し方、話題作り、話の構成声の強弱、視線、

姿勢、原稿の使い方など、教師の九ゆまぬ努力によって全てが「話す・聞く」学習の有効なて

びきとなりうるからである。また、「聞くこと」に視点を当てれば教師の聞く姿勢、うなずき、

質問や意見の出し方、メモの取り方、視線なども同様に考える。

「生きる」の学習では、教師は聞き手にまわり、聞き手の生徒と同じ立場でメモを取り、意

見や質問をしていっ九ことが、少しは生徒の「聞くこと」の学習意欲に影響を与え九かも知れ

ない。

国語科学習指導において「働く力」を育成すろための学習の場の工夫について

Ⅵ研究のまとめと今後の課題

初めにこの単元について考えておき九い。筆者はこの単元で「いつも聞くことを生徒に意識させ

て」学習してき九つもりである、生徒ナこちの感チ倶や学習ヨ己録、自己評価や行動観察から考えて、こ

の「生きる」という単ラ詳習は「自分ナこちで学習を作っ九」という達成惑・充実感を生徒に与えナこ

ようである。

しかし、中心であった伝記教材の与え方は、非常に選択の幅の狭いものであり、本当にその人物

に興味・関心を持ナこせ、選択させていけていナこかは疑問が残るところである。ま九、指導過1呈案の
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時数を大幅に超過してしまったのも、生徒の実態と流れを考えてのことではあるが、1旨導者の計画

と生徒の実態把握の甘さといえる。

だが、全体としては自然に静かに聞こうとする雰囲気が作られ、暑い夏休み前の授業であっても

真剣な取り組みが間き手にも見られたことは喜びであった。つまり、今回の実践からも、本校

国語科の研究テーマである「聞くこと」が深く自己の精神活動と関わっていることは明らかであり、

聞く姿勢や態度はやや改善されたと思われるし、この学習がすぐに現実の学校生活や家庭生活と結

び付き校内放送の聞き方や話し合いの中に生きていって欲しいのだが、現実の場に生きる「聞くこ

と」の指導はまだ」一歩を踏み出したところでしかない。

「聞くこと」の指導は単発的であってはならない。自然に耳を傾けるような場づくりを教師がも

つとすべきである。終礼時によく3分間スピーチが行われ九りするが、まず、教師が話し方に工夫

し、生徒が耳を自然に傾けるような話を計画的に組み込み、聞く意識を高め、聞く楽しさを教える

べきではないだろうか。まず教師からとは耳の痛いことぱであるが、こういう毎日の一歩一歩の積

み重ねが、「静かに」ということは'とは1嫩にならない程の力を発揮していくのではないだろう力、

その場だけでの「聞くこと」の指導に終わるのでは「聞く力」の育成は期待できない、これが現

実の場に生きるナこめには、倉沢栄吉氏の「ことばに使われる人間の身体の中で、耳は専属の器官で

ある。口や手は人間の文化を作る最も大切な道具であるが、それぞれ別にいろいろの役を持ってい

る。ところが耳は、ことは'だけに使われる。しかも、耳は常に開かれている。眠っているときも、

いっもことばに対して身がまえをしてしq三」という言葉を心において、中閉じることはできない。

学校での「聞くこと」の学習をもっとしっかりと指導計画の中に組み入才L 計画的に「聞く力」を

育成していかなけれぱならないという大きな課題が残されている。

寺 本 学
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